
 
この書面の内容を必ずお伝えください。 

 
・扱者 い わ

契約取扱者が代理店または社員の場合は、引受保険会社の保険契約の締結権を有し、保険契約の締結・保険料の領収・保険料領収証の発行・ご契約の管理などの業
務を行っています。したがって、代理店または社員と契約され有効に成立したご契約につきましては、引受保険会社と直接契約されたものとなります。

（傷害補償特約等をセットした場合） なお、被保険者としてご加入いた

だける方および被保険者の範囲は次

特約をセットすることで、携行品損害、賠償責任など日常でのさまざまな事故を補償することも可能です。

保険期間の開始時点で満18才以上80才以下の方
（2021年3月28日以前にお申込みの場合は、保険期間の開始時点で満20才以上65才以下の方）

 
ご本人  

 
 

ん。

 



・保険期間

加入 始期  
保険料をご請求する 追加で請求したにもかかわらず、その払込みがない場合は、ご契約を

解除することがあります。

 

もこの書面の内容を必ずお伝えください
 

・扱者 い わ
契約取扱者が代理店または社員の場合は、引受保険会社の保険契約の締結権を有し、保険契約の締結・保険料の領収・保険料領収証の発行・ご契約の管理などの業
務を行っています。したがって、代理店または社員と契約され有効に成立したご契約につきましては、引受保険会社と直接契約されたものとなります。

クーリングオフ説明書（ご契約のお申込みの撤回等）

告知義務（ご加入時にお申出いただく事項）

■被保険者（補償の対象者）には、告知義務があり、代理店・扱者には告知受領権があります。告知義務とは、ご加入時に告知事項について、事実を正確に知らせる義務の

ことです。

■告知事項とは、危険に関する重要な事項として引受保険会社が告知を求めるもので、申込み内容の選択画面に入力された内容のうち、「※」印がついている項目のことで

す。この項目について、故意または重大な過失によって告知がなかった場合や告知した事項が事実と異なる場合には、ご加入を解除し、保険金をお支払いできないことが

あります。申込み内容の選択画面の入力内容を必ずご確認ください。

【告知事項】

・他の保険契約等(＊)に関する情報

 

 

(＊)「同種の危険を補償する他の保険契約等」とは、団体総合生活補償保険、普通傷害保険等をいい、いずれも積立保険を含みます。また、他の保険会社等における契約、

共済契約等を含みます。

 

い

とき 
とき

発生 発生

■ご加入後、申込人の住所やメールアドレスなどを変更される場合は、ご契約内容の変更等が必要となります。遅滞なく申込み後にお知らせするお客さま専用画面からご
通知（お手続き）いただく必要があります。特にメールアドレスの変更ご通知（お手続）をいただけない場合は、重要なお知らせやご案内ができないことになります。



 
とき 

 
発生させたとき 

とき

または
　　　 のａ.またはｂ.いずれかのことを行わなければなりません。ただし、この保険契約において、その被保険者ご本人が傷害後遺障害保険金の支払いを受けて

　いた場合にはｂ.によるものとします。

複数のご契約があるお客さまへ

次の特約等をセットする場合、補償内容が同様の保険契約（団体総合生活補償保険以外の保険契約にセットされた特約や引受保険会社以外の保険契約を含みます。）が

他にあるときは、補償が重複することがあります。補償が重複すると、補償対象となる事故による損害については、いずれの保険契約からでも補償されますが、損害の額等

によってはいずれか一方の保険契約からは保険金が支払われない場合があり、保険料が無駄になることがあります。補償内容の差異や保険金額等を確認し、特約の要否

を判断のうえ、ご加入ください。

（注）複数あるご契約のうち、これらの特約を１つのご契約のみにセットしている場合、ご加入を解約したときや、家族状況の変化（同居から別居への変更等）により被保険者

が補償の対象外となったとき等は、特約の補償がなくなることがありますのでご注意ください。

発生す

日常生活賠償特約

る 契約

①保険契約者、被保険者または保険金を受け取るべき方が、引受保険会社に保険金を支払わせることを目的としてケガ等を発生させ、または発生させようとしたこと。

②被保険者または保険金を受け取るべき方が、保険金の請求について詐欺を行い、または行おうとしたこと。

③保険契約者、被保険者または保険金を受け取るべき方が、暴力団関係者、その他の反社会的勢力に該当すると認められたこと。

④他の保険契約等との重複により、保険金額等の合計額が著しく過大となり、保険制度の目的に反する状態がもたらされるおそれがあること。

⑤上記のほか、①～④と同程度に引受保険会社の信頼を損ない、保険契約の存続を困難とする重大な事由を発生させたこと。

、

 
（２）分割払の場合で、保険金をお支払いする場合が発生し、保険金を支払うことにより契約の全部または一部が失効（または終了）したときには、未払込みの分割保険料を請

求させていただくことがあります。



 

損害 した に 等を保護する目的で い  
であり、損害

【ケガの補償】
 

【 補償】
・扱者

 
 

 
 

、 s

 

電話

ケガをされ

遅滞なく下記に  

 

〔ナビダイヤル（全国共通・通話料有料）〕０５７０－０２２－８０８
・受付時間[平日　９：１５～１７：００（土日・祝日および年末年始を除きます）]
・携帯電話からも利用できます。IP電話からは03-4332-5241におかけください。
・おかけ間違いにご注意ください。
・詳細は、一般社団法人 日本損害保険協会のホームページをご覧ください。

s about/efforts/adr/index.html
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日常生活賠償特約  

日常生活賠償特約
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契約 た  
 ときは 補償対象となる事故による損害については、いずれの保険契約からでも補償されますが、損害

の額等によっては  、保険料が無駄になることがあり 等 し

の

（２) 加入者間

（１)前年からご加入の皆さまについては、お客さまが本サイト上で加入内容の変更や解約のお手続きをされない限り、今回の募集においては前年ご加入内容に応じた補償 

内容で、満82才を迎える直前の補償終了日まで(＊)自動継続加入の取扱いとさせていただきます。ただし、カード会員資格を失った場合は継続加入できません。

(＊)既に自動継続加入の取扱いとなっており補償開始日が2021年3月1日以前の場合は、満70才を迎える直前の補償終了日までとなります。




